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２２ 

加
盟
組
合
か
ら
の
報
告 

～
団
体
交
渉
に
よ
っ
て

  　

大
き
な
成
果
～
　

「
東
北
大
学
」
「
東
京
都
立
大
学
」

　
　
　
　
　
　
　

  　

「
富
山
大
学
」
「
鳥
取
大
学
」

３３ 

論
壇
「
多
様
な
森
林
施
業
が
豊
か
な
森
を
育
み

        

タ
フ
で
マ
イ
ル
ド
な
農
山
村
社
会
を
創
造
す
る
」     

　
　

  

信
州
大
学
学
術
研
究
院 

教
授
　

植
木 

達
人

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
34
残
業
許
可
制
を
め
ぐ
る
ア
レ
コ
レ

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 

名
古
屋
工
業
大
学

  

「
一
部
を
除
く
課
長
が
組
合
加
入
対
象
に
」

 

大
阪
大
学

  

「
大
阪
大
学
に
お
け
る
３６
協
定
違
反
事
件
」

 

奈
良
女
子
大
学

  

「
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
・
・
・
・
」

　

私
た
ち
岩
手
大
学
教
職
員
組

合
で
は
、
例
年
、
大
学
当
局
が

開
催
す
る
「
新
採
用
教
職
員
説

明
会
」
に
お
い
て
20
分
の
時
間

を
頂
き
、
組
合
活
動
や
教
共
済

の
説
明
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
配
布
資
料
に

基
づ
き
口
頭
で
説
明
し
て
い
ま

し
た
が
、
視
覚
的
に
訴
え
よ
う

と
今
回
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
た
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
長
自
ら
作
成
さ
れ
た

パ
ワ
ポ
資
料
は
、
図
や
写
真
を

取
り
入
れ
た
わ
か
り
や
す
い
も

の
で
、
更
に
検
討
の
上
で
、
当

日
は
参
加
し
た
中
執
役
員
で
分

担
し
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ス
ラ
イ
ド
で
述
べ
た

「
仕
事
や
職
場
の
問
題
は
、個
人

で
解
決
で
き
な
く
て
も
、
教
職

員
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ

れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
」
と
い
う
私
た
ち
の

想
い
が
、
一
人
で
も
多
く
の
参

加
者
へ
届
く
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。（
書
記
長　

菊
地 

洋
）

　

静
岡
大
学
は
主
に
静
岡
キ
ャ

ン
パ
ス
と
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に

分
か
れ
て
お
り
、
大
学
全
体
と

し
て
の
「
新
採
用
職
員
向
け
・

新
任
教
員
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

は
静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
例
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
初
任
者

全
員
参
加
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
お

昼
休
み
の
前
の
時
間
を
頂
戴
す

る
形
で
、
組
合
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
組
合
活
動
の
口
頭

説
明
等
の
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
年
度
初
め
の
ご

挨
拶
の
意
味
を
含
め
、
学
内
の

組
合
未
加
入
者
（
教
員
）
の
研

究
室
訪
問
を
実
施
し
、
組
合
活

動
に
対
す
る
ご
理
解
と
新
規
ご

加
入
の
お
願
い
を
し
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
４
月
中
旬
現
在
で
は

あ
り
ま
す
が
、
さ
っ
そ
く
複
数

人
の
新
規
加
入
の
申
し
込
み
を

頂
い
て
お
り
、
執
行
部
と
し
て

も
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
組
合
活
動
の
情
報

発
信
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  （
執
行
委
員
長　

赤
田 

信
一
）

　

４
月
２
日
、
医
学
部
附
属
病

院
新
任
看
護
職
員
78
人
の
研
修

会
に
て
組
合
加
入
を
訴
え
ま
し

た
。
研
修
二
日
目
の
昼
休
み
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
に
配
意

し
時
間
は
20
分
。
そ
の
上
、
直

前
の
研
修
が
押
し
て
し
ま
い
、

結
局
10
分
間
と
い
う
わ
ず
か
な

時
間
で
、
演
者
二
人
し
て
山
口

大
学
に
組
合
が
あ
る
こ
と
の
意

味
、
職
場
で
困
っ
た
こ
と
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
遇
し
て
し
ま

っ
た
と
き
で
も
頼
り
に
な
る
の

は
組
合
し
か
な
い
、
と
加
入
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

昨
年
以
上
に
厳
し
い
条
件
下

で
し
た
が
、
そ
の
場
で
数
人
、

さ
ら
に
１
週
間
以
上
経
っ
て
学

内
便
郵
送
で
も
申
し
込
み
書
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

原
理
・
原
則
に
立
っ
て
正
面

か
ら
意
義
を
語
れ
ば
、
応
え
て

く
れ
る
人
が
必
ず
い
る
の
だ
と
、

あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
た
次
第

で
す
。    （
書
記
長　

森
下 

徹
）

　

今
年
度
は
新
入
職
看
護
師
対

象
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
大

学
病
院
主
催
）
の
み
参
集
方
式

で
実
施
さ
れ
、
そ
の
最
後
に
組

合
説
明
の
時
間
を
と
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
日
程
表
に
「
労
働

組
合
に
つ
い
て
」
と
あ
ら
か
じ

め
記
載
し
て
く
れ
る
な
ど
、
看

護
部
も
協
力
的
で
し
た
。

　
「
組
合
の
し
お
り
」
や
「
全
大

教
新
聞
号
外
」、加
入
申
込
書
な

ど
を
入
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
出
席
者
に
配
付
し
、
ス
ラ
イ

ド
を
提
示
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。病
院
勤
務
の
組
合
員（
看

護
師
・
助
産
師
・
病
棟
ク
ラ
ー

ク
）
が
多
数
参
加
し
、
そ
の
代

表
者
が
数
分
間
に
ま
と
め
た
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

よ
り
親
近
感
が
湧
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
具
体
的
に
問
題
に
直

面
す
る
年
度
途
中
の
加
入
例
も

多
く
、
近
年
は
病
院
関
係
で
も

看
護
師
以
外
の
職
種
に
も
広
が

っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
関
係
性
を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

  （
執
行
委
員
長　

今
井 

晋
哉
）

　

琉
球
大
学
病
院
で
は
、
沖
縄

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
陽
性
者
が
３
月
31
日
時
点

で
１
１
１
人
と
大
幅
に
増
え
る

中
、
新
規
採
用
者
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
琉
球
大
学
病
院
敷

地
内
「
お
き
な
わ
ク
リ
ニ
カ
ル

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
規
採
用
者
全

員
に
組
合
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
看
護
部
に
入
職

す
る
46
人
を
対
象
と
し
、
15
分

程
度
に
縮
小
し
て
行
い
ま
し

た
。
組
合
か
ら
資
料
（
組
合
加

入
届
、
全
大
教
・
医
労
連
・
労

金
の
各
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
４
色

ペ
ン
１
本
、
ス
コ
ー
ン
、
飲
み

物
、
加
入
者
に
は
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
）
を
配
布
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
全
大
教
新
聞
号
外
を
加

え
従
来
通
り
の
ス
ラ
イ
ド
に
沿

っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
新
規
看

護
師
は
、
１
日
目
最
後
の
説
明

に
も
関
わ
ら
ず
一
生
懸
命
、
説

明
を
聞
い
て
い
る
姿
勢
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
社
会
人
と
し

て
医
療
従
事
者
と
し
て
患
者
様

の
命
の
為
に
働
き
た
い
」
と
い

う
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。

（
執
行
委
員
長  

山
城 

美
奈
子
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
本
年

度
の
新
規
採
用
者
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
事
務
・
技
術

職
員
関
係
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
教
員
は
秋
ご
ろ
開
催

の
予
定
で
す
。
当
面
新
規
採
用

者
へ
組
合
書
記
局
か
ら
加
入
案

内
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。
非

常
勤
職
員
向
け
に
は
「
こ
ん
な

に
違
う
『
正
規
職
員
』
と
『
非

常
勤
職
員
』
組
合
に
入
っ
て
、

労
働
条
件
を
良
く
し
よ
う
！
」

ビ
ラ
と
加
入
申
込
書
を
配
布
し

ま
し
た
。
看
護
師
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
４
月
は
じ
め
に

対
面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
医

支
部
に
よ
る
組
合
説
明
会
を
10

分
間
行
い
、
第
２
弾
と
し
て
数

日
後
に
会
場
入
り
口
で
ア
ン
ケ

ー
ト
（
回
答
す
る
と
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
贈
呈
）
も
入
れ
、
加
入
パ

ン
フ
を
配
布
し
ま
し
た
。（
中
央

執
行
委
員
長　

佐
々
木 

康
俊
）

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
合
し
て
の

看
護
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
開
催
さ
れ
ず
、
対
面
で
組
合

勧
誘
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
資
料
を
多
く
せ
ず
、

「
簡
易
な
分
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ

1
枚
で
シ
ン
プ
ル
に
加
入
呼
び

か
け
を
行
お
う
！
」
と
執
行
委

員
会
で
決
定
し
て
対
応
し
ま
し

た
。
病
棟
に
初
出
勤
さ
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
メ
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に

入
れ
る
よ
う
、
少
し
工
夫
も
し

ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
な
ど
で

通
ら
れ
る
箇
所
に
看
板
を
設
置

し
た
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
再
開

さ
せ
て
組
合
か
ら
の
歓
迎
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
載
せ
た
り
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
よ
り
よ
い
職
場

づ
く
り
を
通
じ
て
、
仲
間
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

            （
書
記　

佐
藤 

大
介
）


